
二
〇
二
二
〇
一
二
四
号 

№
一
二
二
号 

・

▽
今
年
は
、
場
所
に
よ
り
積
雪
の
量
に
極
端
な

変
化
が
有
る
よ
う
で
す
。
70
㎝
近
く
一
晩
で 

積
も
っ
た
所
も
有
れ
ば
、
僅
か
に
数
㎝
の
所
も

有
っ
た
り
し
て
、
思
わ
ず
溜
息
が
出
て
い
ま
す
。

遅
く
成
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
先
達
て
、
久
し
ぶ
り

に
理
事
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

諸
物
価
値
上
が
り
を
背
景
に
骨
材
価
格
の

値
上
げ
に
つ
い
て
協
議
致
し
ま
し
た
。
下
が
る

見
込
み
の
な
い
燃
料
価
格
や
電
力
料
金
等
を

考
慮
す
れ
ば
致
し
方
な
い
状
況
に
生
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
砕
石
業
務
管
理
者

の
能
力
向
上
講
習
会
も
函
館
地
区
で
渡
島
・
檜

山
地
区
の
業
務
管
理
者
の
方
々
に
参
加
し
て

頂
き
開
催
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力

下
さ
い
。
▽
今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
な
る
の
や

ら
皆
目
見
当
が
付
き
ま
せ
ん
が
、
砕
石
協
会
と

し
て
社
会
基
盤
を
整
備
す
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
骨
材
需
要
に
対
し
て
会
員
各
位
の
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
、
正
面
か
ら
対
応
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
災
害
防
止
、
感
染
拡

大
が
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
社
員
の
安
全
対
策

と
健
康
管
理
に
十
分
配
慮
し
た
職
場
体
制
で

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
若
い
人
力

に
注
目
さ
れ
る
組
織
に
も
し
て
参
り
た
い
と

考
え
ま
す
。 

         

 

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
本
部
に
つ
い
て 

副
会
長
及
び
常
設
委
員
会
委
員
長
の
承
認 

②
令
和
4
年
度
会
費
及
び
予
算
に
つ
い
て 

③
そ
の
他
必
要
事
項
で
し
た
。 

新
三
役
も
決
ま
り
本
部
も
令
和
四
年
度
は

協
会
本
部
と
し
て
各
地
方
本
部
の
信
頼
を 

ど
の
様
に
進
め
て
行
く
か
が
、
今
後
の
理
事

の
手
腕
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。 

新
会
長
の
も
と
本
来
の
あ
る
べ
き
協
会
運
営

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
②
同
本
部
・
連
合
会
第
三
回
合
同
理
事
会 

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
（
金
）
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
北
海
道
地
方
本
部
と
し
て
は
、

本
部
会
費
の
変
動
が
有
っ
た
と
し
て
も
次
年

度
は
余
剰
金
の
範
囲
で
処
理
す
る
事
に
よ
り

変
動
な
し
と
し
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

 
 

 

③
採
石
の
た
め
の
掘
削
作
業
主
任
者
技
能 

講
習
会
が
2
月
24
・
25
日
木
～
金
曜
日 

に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

  
 

 

  

④
災
害
発
生
状
況
報
告 

休
業
四
日
以
上
の
報
告
に
つ
い
て
は
連
絡
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
昨
年
度
は
重
機
が
ら
み
の

死
亡
災
害
が
四
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

対
岸
の
火
事
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
十

分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。 

 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

①
採
石
業
務
管
理
者
再
講
習
に
つ
い
て 

令
和
4
年
3
月
17
日
㈭ 

開
始
時
間 

13
時
30
分
～ 

場
所 

渡
島
総
合
振
興
局
３
階 

講
堂 

十
八
日
に
案
内
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。 

各
社
そ
れ
ぞ
れ
に
受
講
者
を
出
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
手
帳
を
交
付

い
た
し
ま
す
。
受
講
料
と
手
帳
代
金
に
つ
い

て 受
講
料 

一
人
３0

0
0

円 

手
帳 

５
５0

円
税
込
み 

手
帳
に
つ
い
て
受
講
し
た
方
に
対
し
て
一
般

社
団
法
人
に
本
砕
石
協
会
が
発
行
す
る
も
の

で
「
採
石
業
務
管
理
者
手
帳
」
に
修
了
印
を

押
印
致
し
ま
す
。 

 

②
理
事
会
開
催
内
容 

議
案
一
号 

値
上
げ
に
関
す
る
活
動
計
画 

 

値
上
げ
に
対
し
て
の
理
由 

・
組
合
員
全
体
と
し
て
設
備
老
朽
化
に
伴
う

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
消
耗
品
等
の
値
上
が
り

に
よ
る
負
担
増
か
ら
な
る
生
産
効
率
の 

悪
化
。 

・
社
員
の
高
齢
化
で
人
手
不
足
が
慢
性
化
し 

 

働
き
方
改
革
の
も
と
若
い
人
材
確
保
の
為 

 

 
 

更
に
働
き
方
改
革
に
対
応
し
た
残
業
削

減
等
に
よ
る
生
産
の
低
迷
か
ら
く
る
対
応 

・
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
軽
油
・
油
脂
と 

 
電
力
料
金
の
高
騰
又
、
重
機
・
ダ
ン
プ
等 

 
 

 

に
使
用
さ
れ
る
ア
ド
ブ
ル
ー
（
尿
素
）
の 

 

品
薄
と
高
騰
な
ど
を
理
由
に
新
聞
広
告
で 

 

工
場
渡
し
50

0

円
／
㎥
と
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
等
を
周
知
す
る
と
共
に
役
所
に
要
望

書
を
提
出
す
る
事
で
確
認
致
し
ま
し
た
。 

１
月
26
日
付
北
海
道
建
設
新
聞
に
掲
載 

致
し
ま
す
。 

 議
案
二
号 

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
の
脱
退 

・
脱
退
届
は
、
一
昨
年
三
月
に
報
告
が
あ
り 

令
和
三
年
予
算
編
成
後
の
為
、
一
年
遅
ら

せ
て
貰
い
次
年
度
の
退
会
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
本
社
か
ら
の
指
示
と
の
事
で
残
念

で
す
が
こ
の
よ
う
な
運
と
成
り
ま
し
た
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
様
々
な
面
に
於
い
て
情
報
の
共
有

を
図
っ
て
行
く
予
定
で
す
。 

第
三
号
議
案 

奥
尻
採
石
場
休
止
に
つ
い
て 

 

八
雲
砕
石
様
か
ら
既
に
二
年
程
度
奥
尻
工

場
と
し
て
稼
働
生
産
を
し
て
お
ら
ず
需
要

も
低
迷
し
て
い
る
事
か
ら
同
工
場
を
休
止

し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
受
理
を 

致
し
ま
し
た
。 

第
四
号
議
案 

・
桔
梗
石
材
工
業
所
変
更
認
可
申
請
の
経
緯

に
つ
い
て
、
許
認
可
は
受
理
さ
れ
ま
し
た

が
、
認
可
期
間
中
に
指
摘
事
項
の
改
善
に

努
め
て
も
ら
う
事
で
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

・
能
力
向
上
教
育
講
習
に
つ
い
て
は
、
冒
頭

で
述
べ
た
通
り
で
す
。 

・
二
月
役
員
会
（
令
和
4
年
度
予
算
案
）
に 

 

つ
い
て
協
議
の
日
程
確
認
で
す
。 

 

次
回
理
事
会
は
、
二
月
十
六
日(

水)

午
後 

 

二
時
か
ら
の
開
催
。 

そ
の
他 

・
経
済
調
査
会
の
価
格
動
向
調
査
に
対
す
る 

 

方
向
性
に
つ
い
て
。 

・
能
力
向
上
講
習
の
依
頼
と
新
年
の
挨
拶
を 

 

兼
ね
て
商
工
・
林
務
に
挨
拶
を
し
て
参
り

ま
し
た
。 

・
北
海
道
建
設
新
聞
函
館
支
社
支
社
長
来
訪 

 

値
上
げ
広
告
の
打
合
せ
の
為
、
事
務
所
に 

 

来
ら
れ
ま
し
た
。
価
格
は
か
な
り
無
理
を 

 

聞
い
て
頂
き
ま
し
た
。 


